
28

審査員 南沢奈央 特別賞

千葉県立成田西陵高等学校
〒 286-0846　千葉県成田市松崎 20
☎ 0476-26-8111

活動団体 地域生物研究部

主な活動時間 部活動として 活動人数 30 人

最終審査会発表生徒 和田 雪奈（2年）、五十嵐 祐実（1年） 担当教諭 清水 敏夫

テントウムシによる環境に優しい農業の実現を目指して

ムシ」を「テントウムシ」と「コントロール」を組み

合わせた「テントロール」Ｔｅｎｔｒｏｌという商品名で農

家に普及させたいと考えています。

【活動内容】
　私たち地域生

物研究部は、テ

ントウムシを農

業分野で活用す

るため、部員 30

名が研究に取り

組みました。農

薬散布前に畑から 300 匹以上のテントウムシを救出

し、飼育繁殖をおこない、個体数を数千匹に増やしま

した。飛翔制御したテントウムシを作出するために、

翅を瞬間接着剤やマニキュアなどで固定し、畑に放し

て定着率の調査を実施しました。しかし、3 日後には

接着剤が剝がれ、飛んで逃げてしまいました。翅には

撥水性があり、接着剤が付きにくく、失敗を繰り返し

ました。試行錯誤の末にたどり着いたのは手芸用でよ

く使われるグルーガン（ホットメルト接着剤）でした。

グルーガンで翅につけるとしっかりと固定でき剝がれ

ることはなくなりました。なおかつ、ホットメルト接

着剤は約 2 ヶ月後には自然と剝がれ、再び飛ぶこと

ができるテントウムシにも優しい技術です。ホットメ

ルト接着剤の主成分は樹脂であり、自然界で分解しや

すい環境に優しい素材となっています。しかし、大量

生産ができなければ実用化することができません。そ

のため「飛翔制御する昆虫処理装置」を開発しました。

掃除機の吸い込み口に網を付けた装置により、テント

ウムシの動きを止めて、１分間に 30 匹の飛翔制御固

【目標・今後の計画】
　日本はＯＥＣＤ加盟国の中で、耕地面積当たりの化学

農薬の使用量が「世界第２位」です。現在の農業は化

学農薬に頼っています。しかし、戦後、化学農薬に抵

抗性をもったアブラムシが大量発生し、農薬が効かな

い害虫が生まれました。そこで私たちは、アブラムシ

の天敵として知られるナナホシテントウやナミテント

ウを生物的防除資材として利用できないか検討するこ

とにしました。殺虫剤を散布する前にテントウムシを

畑から救出し農業分野に導入する研究をスタートする

ことにしました。しかし、成虫は高い飛翔能力を有す

るため畑に放飼してもその場に留まらず、減農薬農法

における生物的防除資材としての利用が困難でした。

そこで研究目標として、テントウムシの翅をホットメ

ルト接着剤で固定して飛翔を制御し、生物的防除資材

として利用しました。テントウムシにも環境にも優し

い農業を実現することを目指しました。

　今後の計画と

して、開発した

生物的防除資材

は、すでに特許

を出願していま

すが、特許取得

後、研究成果を

まとめ、海外の

学術誌「Ｂｉｏ Ｃｏ

ｎｔｒｏｌ」に論文を

発表します。そ

して、地域と連

携して「飛翔制

御したテントウ
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体を作り出すことに成功しました。工夫した点は、安

価で身近にある材料を使用して誰でも簡単に作れる装

置であることです。私たちの開発した飛翔制御したテ

ントウムシの新技術は、特許を出願しています。出願

理由は、多くの方々にこの技術を使っていただきたい

からです。一企業などが技術を独占すると、その技術

を使用した商品を開発できなくなってしまいます。私

たちは、そのモデルとして、地元農家とのコラボレー

ションにより、「テントウムシが育んだ美味しいイチ

ゴジャム」をつくり、成田空港や直売所さらには、成

田市の農政課と連携し、成田市の新商品として、海外

のマカオでも販売されました。成田市のブランド商品

となり、地域の活性化にもつながっています。

【成果・実績】
　今までの研究の成果をまとめると、

①接着剤を使用し、テントウムシを飛翔制御する方法

を確立することができた。

②飛翔制御にする昆虫処理装置を開発し、大量生産が

可能となった。

③施設栽培における生物的防除資材の使用方法の確立

をすることができた。

④生物農薬として登録されているテントウムシよりも

大幅なコストダウンが実現できた。

⑤特許申請によるブランド商品を開発したことによ

り、6 次産業化を達成できた。

⑥農薬散布前に救出したテントウムシを生物防除資材

として農業分野に活用し、化学合成農薬を一切使用

しないテントウムシにも環境にも優しい農業を実

現できた。

　今までの研究成果を千葉県成田山書道美術館におい

て発表したところ、フランス領ポリネシアタヒチ政府

の農業省大臣の MOUTAME 氏から詳しい内容を知り

たいとお話しがありました。タヒチでは無農薬有機栽

培に力を入れており、とくにバジルやミントの栽培で

この新しい技術を使ってみたいとのことでした。

　実績として、①平成 25 年 11 月 24 日、全国高校生

みんな DE 笑顔プロジェクト決勝大会「全国大会優勝」

②平成 26 年３月 28 日、第 58 回日本応用動物昆虫学会

高知大会「ポスター賞受賞」。ポスター賞最年少記録を

樹立しました。マ

スメディアなどで

も多く取り上げら

れ、注目を集めて

おり、10 月19日と

10 月 25 日 に は、

南沢奈央さんが出

演しているＮＨＫ

番組「サイエンス

ＺＥＲＯ」におい

ても私たちの取り

組みが紹介されま

した。

◎今回、エコワングランプリに出場し、自分たちの研究について見直すことができ、とても貴重な経験となりました。また、
他校の方々の意見を聞くことができ大変勉強になりました。今後も私たちの開発した環境にやさしいエコ農業を世界に広
げていきたいと思います。皆さんも、自分なりのエコを見つけて取り組んでみてください。	 （和田	雪奈・女・２年）

◎私たちの研究をたくさんの方々に知っていただくことができ、とても嬉しいです。「テントウムシを守りたい」という思
いから生まれたこの研究が、様々な分野で活用され、「環境にやさしい＝エコ活動」のお手伝いができればと思っています。
環境への意識を高めようとする気持ちが eco 活動のヒントになるのではないかと思います。	 （五十嵐	祐実・女・１年）

●活動にあたり創意工夫したこと
　• 生物多様性を考慮し、地元のテントウムシを使用することで遺伝子汚染を防ぐ工夫をした。
　• テントウムシを一時的に飛翔不能にし再び自然に返すことまで考えた方法を実践した。
　•「飛翔制御する昆虫処理装置」の開発は、身近にあるものを使い作成した。

●活動の際に苦労したこと
　• テントウムシにも環境にも優しい技術として、飛翔制御するためにホットメルト接着剤にたどり着くまで失敗を繰
り返し、苦労しました。

　• 冬に雪の重みで実験で使用していたパイプ温室がつぶれ、実験のやり直しで苦労しました。

活動の環
わ

を広げよう 出場者からの提言


